
〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 原田　正司

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������������������������������

今
年
度
の
普
通
交
付
税
交
付
額

を
総
務
省
は
７
月
２３
日
に
決
定
し

た
う
え
、
新
藤
義
孝
・
総
務
大
臣

が
同
日
の
閣
議
で
「
平
成
２５
年
度

普
通
交
付
税
大
綱
」
を
報
告
し

た
。
大
綱
に
よ
れ
ば
２５
年
度
の
総

額
は
対
前
年
度
比
２
・
２
％
減
の

１６
兆
３
８
７
億
円
。
額
に
し
て
３

６
８
６
億
円
が
減
っ
た
。
う
ち
市

町
村
分
は
対
前
年
度
比
１
・
３
％

減
の
７
兆
６
１
３
６
億
円
。
額
に

し
て
１
０
０
５
億
円
が
減
っ
た
。

不
交
付
団
体
数
で
は
、
道
府
県

分
で
前
年
度
と
同
じ
く
東
京
都
の

み
の
１
団
体
。
市
町
村
分
で
は
前

年
度
か
ら
１
団
体
が
増
え
、
４８
団

体
と
な
っ
た
。
２５
年
度
か
ら
新
た

に
不
交
付
団
体
と
な
っ
た
市
は
▽

藤
沢
市
▽
裾
野
市
▽
碧
南
市
▽
長

久
手
市
―
の
４
団
体
。
う
ち
藤
沢

市
は
財
源
不
足
団
体
だ
が
調
整
率

を
乗
じ
た
結
果
、
不
交
付
団
体
に

な
っ
た
も
の
と
総
務
省
で
は
説
明

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
２５
年
度
の

一
本
算
定
で
は
不
交
付
団
体
だ

が
、
合
併
の
特
例
に
よ
り
交
付
税

が
交
付
さ
れ
る
団
体
に
▽
神
栖
市

▽
成
田
市
▽
御
前
崎
市
▽
豊
田
市

―
の
４
団
体
が
該
当
し
た
。

今
回
の
交
付
額
決
定
に
あ
た
っ

て
は
、
地
方
公
務
員
給
与
費
や
地

域
の
元
気
づ
く
り
推
進
費
な
ど
の

関
係
で
、
算
定
方
法
に
改
正
を
加

え
た
点
が
特
徴
。
交
付
税
算
定
の

基
礎
と
な
る
基
準
財
政
需
要
額
で

は
、
地
方
公
務
員
給
与
費
を
国
と

同
様
に
削
減
し
て
い
る
と
踏
ま
え

算
定
し
て
い
る
。
給
与
費
削
減
の

代
替
と
し
て
地
域
の
元
気
づ
く
り

推
進
費
を
創
設
し
、
こ
れ
ま
で
の

人
件
費
削
減
努
力
に
つ
い
て
給
与

水
準
と
職
員
数
削
減
の
要
素
で
加

算
し
た
。
市
町
村
分
で
は
、
基
礎

額
を
３
５
０
億
円
程
度
、
人
件
費

削
減
努
力
で
７
０
０
億
円
程
度
、

計
１
０
５
０
億
円
程
度
と
し
た
。

各
委
員
会
共
管
で
実
現
を
目

指
す
「
東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
要
望
」
は
、
５
月
２２
日
開
催

の
本
会
第
８９
回
定
期
総
会
へ
上

程
さ
れ
た
３
つ
の
議
案
に
つ
い

て
、
要
望
書
と
し
て
整
え
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
会
長
提
出

議
案
第
１
号
、
部
会
提
出
議
案

第
１
号
・
第
２
号
と
し
て
上
程

さ
れ
た
各
議
案
�
本
会
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
�
は
原
案
の
と
お
り
決
議

と
し
て
採
択
さ
れ
て
い
る
。
部

会
提
出
議
案
を
取
り
ま
と
め
た

東
北
部
会
は
大
き
な
被
害
を
受

け
た
地
域
を
抱
え
、
自
治
体
と

し
て
被
災
者
の
置
か
れ
た
現
状

を
熟
知
し
て
い
る
。
多
岐
に
わ

た
る
要
望
事
項
が
実
現
す
れ
ば

被
災
者
の
負
担
軽
減
と
な
る
だ

け
に
、
各
委
も
力
が
入
る
。

本
会
の
４
委
員
会
が
相
次
ぎ
都

内
で
開
催
さ
れ
た
。
開
催
日
は
、

産
業
経
済
委
員
会
が
７
月

１８
日
、
地
方
行
政
委
員
会

が
２２
日
、
地
方
財
政
委
員
会
が
２３

日
、
建
設
運
輸
委
員
会
が
２６
日
。

▼
２
面
か
ら
３
面
に
詳
細
記
事

４
委
員
会
で
は
各
所
管
分
野
の

要
望
を
ま
と
め
た
ほ
か
、
東
日
本

大
震
災
の
要
望
も
決
定
し
た
。
震

災
関
連
の
要
望
は
、
社
会
文
教
委

員
会
を
含
め
た
５
委
員
会
で
共
管

と
す
る
も
の
。
社
文
委
�
次
号
で

紹
介
�
で
は
７
月
３１
日
に
所
管
分

野
と
震
災
の
要
望
を
決
定
し
た
。

４
委
員
会
の
う
ち
地
行
委
と
地

財
委
で
は
、
要
望
取
り
ま
と
め
に

先
立
ち
正
副
委
員
長
の
補
欠
選
任

を
実
施
。
議
長
交
代
で
地
行
委
は

委
員
長
が
、
地
財
委
は
副
委
員
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
欠
員
と
な
っ
て
い

た
。
地
行
委
の
委
員
長
に
は
高
秀

政
博
・
千
歳
市
議
会
議
長
、
地
財

委
の
副
委
員
長
に
は
石
田
秀
男
・

品
川
区
議
会
議
長
が
就
任
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1876号８月５日平成25年
（2013年）

産経・地行・地財・建運の各委

要要望望書書をを決決定定
会議終了後には要請活動も

震災の要望は各委が共管

地地
行行
とと
地地
財財
でで
はは
補補
欠欠
選選
任任
もも

普
通
交
付
税
大
綱
を
閣
議
報
告

総
額
２
・
２
％
減
の
１６
・
０
兆
円

平成２５年度決定額

平成２４年度

１６兆４，０７３億円

８兆６，９３２億円

７兆７，１４１億円

平成２５年度

１６兆 ３８７億円

８兆４，２５１億円

７兆６，１３６億円

区 分

総 額

道府県分

市町村分 森岡聰子・産経委員長
（笠岡市）

高秀政博・地行委員長
（千歳市）

梅原健治・地財委員長
（魚津市）

永山芳宏・建運委員長
（人吉市）

（１） 平成２５年８月５日 第１８７６号
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７
月
１８
日
開
催
の
産
業
経
済
委

員
会
で
は
▽
農
業
振
興
対
策
▽
林

業
振
興
対
策
▽
水
産
業
振
興
対
策

―
な
ど
８
項
目
の
柱
か
ら
な
る
要

望
な
ど
を
決
定
し
た
�
下
掲
。

会
議
終
了
後
に
は
要
望
事
項
の

実
現
を
求
め
、
正
副
委
員
長
に
よ

る
実
行
運
動
班
を
編
成
。
森
岡
聰

子
・
委
員
長
（
笠
岡
市
）
、
阿
部

欽

一

郎
・
副

委

員

長
（
石

巻

市
）
、
北
詰
勝
之
・
副
委
員
長
（
西

脇
市
）
は
皆
川
芳
嗣
・
農
林
水
産

事
務
次
官
、
立
岡
恒
良
・
経
済
産

業
事
務
次
官
に
面
談
し
、
要
請
し

た
。
ま
た
、
同
委
員
会
の
各
委
員

も
会
議
終
了
後
に
は
地
元
選
出
の

国
会
議
員
を
中
心
に
要
請
活
動
を

実
施
し
た
。

な
お
、
当
日
は
、
講
師
と
し
て

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
政
策
課
の

大
坪
正
人
・
首
席
企
画
官
、
中
小

企
業
庁
長
官
官
房
の
三
又
裕
生
・

参
事
官
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
農
林
水

産
行
政
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
」

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
関

係
予
算
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
説

明
し
た
。

産経・地行・地財・建運

各各委委員員会会のの活活動動概概要要
社文については次号へ掲載

７
月
２２
日
開
催
の
地
方
行
政
委

員
会
で
は
委
員
長
に
欠
員
が
生
じ

て
い
た
た
め
、
委
員
長
が
選
任
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
神
田
隆
彦
・
副

委
員
長
（
呉
市
）
が
議
事
を
進
行
。

選
考
の
結
果
、
委
員
長
に
は
高
秀

政
博
・
千
歳
市
議
会
議
長
が
就
任

し
た
。
委
員
長
の
選
任
後
、
協
議

に
入
り
１２
項
目
の
柱
か
ら
な
る
要

望
な
ど
を
決
定
し
た
�
下
掲
。

会
議
終
了
後
に
は
要
望
事
項
の

実
現
を
求
め
、
正
副
委
員
長
に
よ

る
実
行
運
動
班
を
編
成
。
高
秀
政

博
・
委
員
長
（
千
歳
市
）
、
冨
久

田
耕
平
・
副
委
員
長
（
鹿
沼
市
）
、

神
田
・
副
委
員
長
は
岡
崎
浩
巳
・

総
務
事
務
次
官
ら
に
面
談
し
要
請

し
た
。
ま
た
、
同
委
員
会
の
各
委

員
も
会
議
終
了
後
に
は
地
元
選
出

の
国
会
議
員
を
中
心
に
要
請
活
動

を
実
施
し
た
。
な
お
、
当
日
は
、

講
師
と
し
て
総
務
省
自
治
行
政
局

行
政
課
の
寺
田
雅
一
・
行
政
企
画

官
が
「
地
方
行
政
を
め
ぐ
る
最
近

の
動
向
」
と
題
し
、
説
明
し
た
。

�
農
業
振
興
対
策
�
経
営
所
得
安

定
対
策
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展

に
関
す
る
施
策
、
食
料
自
給
率
向

上
及
び
国
産
農
作
物
の
消
費
拡

大
、
畜
産
振
興
策
の
強
化
�
林
業

振
興
対
策
�
林
業
発
展
の
た
め
の

施
策
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

等
、
水
源
林
の
保
全
�
水
産
業
振

興
対
策
�
漁
業
者
に
対
す
る
経
営

支
援
策
等
の
強
化
、
漁
業
資
源
の

維
持
等
の
た
め
の
施
策
、
燃
油
価

格
高
騰
対
策
な
ど
�
農
林
水
産
業

共
通
対
策
�
６
次
産
業
化
の
着
実

な
実
施
、
野
生
生
物
に
よ
る
農
林

水
産
物
被
害
の
防
止
な
ど
�
食
の

安
全
及
び
消
費
者
の
信
頼
確
保
対

策
�
放
射
性
物
質
検
査
体
制
の
整

備
、
食
の
安
全
性
確
保
へ
の
取

組
、
輸
入
食
材
等
の
安
全
確
保
な

ど
�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
貿
易
交
渉
�
環
太

平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
、
諸
外
国
と
の
貿
易
交
渉
�

中
小
企
業
振
興
対
策
�
中
小
企
業

へ
の
支
援
、
地
域
資
源
の
活
用
促

進
、
商
店
街
の
振
興
、
電
気
料
金

及
び
原
材
料
価
格
の
上
昇
等
に
対

す
る
下
請
け
中
小
企
業
の
保
護
	

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
�
原
子

力
発
電
所
の
安
全
・
防
災
対
策
、
再

生
化
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど

産産
業業
経経
済済
施施
策策
にに
関関

すす
るる
要要
望望
（（
抜抜
粋粋
））

�
地
方
分
権
改
革
の
推
進
�
義
務

付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
及
び
都

道
府
県
か
ら
基
礎
自
治
体
へ
の
権

限
移
譲
、
国
の
出
先
機
関
改
革
、

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
け
る

実
効
性
の
あ
る
運
営
�
地
方
議
会

の
権
能
強
化
等
�
更
な
る
地
方
議

会
の
権
能
強
化
、
地
方
議
会
議
員

選
挙
に
お
け
る
法
定
ビ
ラ
頒
布
の

制
度
化
�
消
防
防
災
体
制
の
充
実

強
化
�
消
防
防
災
施
設
・
設
備
整

備
に
対
す
る
財
政
措
置
の
充
実
強

化
、
消
防
防
災
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

地地
方方
行行
政政
対対
策策
にに
関関

すす
るる
要要
望望
（（
抜抜
粋粋
））

【
３
面
へ
続
く
】

第
１
４
７
回

産
業
経
済
委
員
会
１８日
開催

第
１
３
５
回

地
方
行
政
委
員
会
２２日
開催 【写真上】皆川芳嗣・農林水産事務次官（右

から２人目）に対し要望【写真下】立岡恒
良・経済産業事務次官（右）に対し要望

森岡・委員長（手前から２人目）の議事で会議が進行

岡崎浩巳・総務事務次官（左）に対し要望

高秀・委員長（左から２人目）が就任あいさつ

神
田
・
副
委
員
長
が
開
会
あ
い
さ
つ

第１８７６号 平成２５年８月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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【
２
面
か
ら
続
く
】

７
月
２３
日
開
催
の
地
方
財
政
委

員
会
で
は
協
議
事
項
の
審
議
に
先

立
ち
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
委

員
長
の
補
欠
選
任
を
実
施
。
副
委

員
長
に
は
石
田
秀
男
・
品
川
区
議

会
議
長
が
就
任
し
た
。
協
議
で
は

地
方
税
源
の
充
実
確
保
等
な
ど
５

項
目
の
柱
か
ら
な
る
要
望
な
ど
を

決
定
し
た
�
左
掲
。

会
議
終
了
後
に
は
要
望
事
項
の

実
現
を
求
め
、
正
副
委
員
長
に
よ

る
実
行
運
動
班
を
編
成
。
梅
原
健

治
・
委
員
長
（
魚
津
市
）
、
山
本

秀
・
副
委
員
長
（
鳴
門
市
）
、
石

田
・
副
委
員
長
は
山
口
俊
一
・
財

務
副
大
臣
に
面
談
し
要
請
し
た
。

ま
た
、
同
委
員
会
の
各
委
員
も
会

議
終
了
後
に
は
地
元
選
出
の
国
会

議
員
を
中
心
に
要
請
活
動
を
実
施

し
た
。

な
お
、
当
日
は
、
講
師
と
し
て

総
務
省
自
治
財
政
局
の
内
藤
尚
志

・
財
政
課
長
と
同
省
自
治
税
務
局

の
濱
田
省
司
・
企
画
課
長
が
、
そ

れ
ぞ
れ
「
地
方
財
政
を
め
ぐ
る
最

近
の
動
向
に
つ
い
て
」
「
地
方
税

制
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
説
明
し
た
。

�
地
方
交
付
税
の
増
額
に
よ
る
一

般
財
源
総
額
の
確
保
�
地
方
交
付

税
の
増
額
等
、
「
地
方
共
有
税
」

へ
の
変
更
、
地
方
自
治
体
の
財
政

運
営
の
予
見
可
能
性
向
上
、
国
に

よ
る
確
実
な
財
政
措
置
の
実
施
等

�
地
方
税
源
の
充
実
確
保
等
�
偏

在
性
の
小
さ
い
地
方
税
体
系
の
構

築
、
地
方
税
源
の
充
実
確
保
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
税

財
源
の
確
保
等
、
基
地
交
付
金
・

調
整
交
付
金
の
所
要
額
確
保
等
、

政
令
指
定
都
市
等
に
対
す
る
税
制

上
の
特
例
措
置
の
充
実
、
非
課
税

等
特
別
措
置
等
の
整
理
合
理
化
、

政
治
活
動
に
関
す
る
個
人
献
金
の

税
制
上
の
優
遇
措
置
の
拡
大
な
ど

�
地
方
債
資
金
の
確
保
等
�
地
方

債
資
金
の
確
保
、
公
的
資
金
補
償

金
免
除
繰
上
償
還
の
継
続
等
な
ど

�
地
方
公
営
企
業
に
対
す
る
財
政

措
置
�
公
営
企
業
繰
出
金
等
の
所

要
額
確
保
な
ど
�
国
庫
補
助
負
担

金
改
革
�
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃

止
等
な
ど

地地
方方
財財
政政
対対
策策
にに
関関

すす
るる
要要
望望
（（
抜抜
粋粋
））

７
月
２６
日
開
催
の
建
設
運
輸
委

員
会
で
は
▽
自
然
災
害
対
策
の
推

進
▽
各
種
交
通
基
盤
整
備
の
推
進

▽
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
―
な
ど

４
項
目
の
柱
か
ら
な
る
要
望
を
決

定
し
た
�
右
掲
。

会
議
終
了
後
に
は
要
望
事
項
の

実
現
を
求
め
、
正
副
委
員
長
に
よ

る
実
行
運
動
班
を
編
成
。
永
山
芳

宏
・
委
員
長
（
人
吉
市
）
、
風
間

順

一
・
副

委

員

長
（
小

千

谷

市
）
、
松
本
義
彦
・
副
委
員
長
（
た

つ
の
市
）
は
西
脇
隆
俊
・
国
土
交

通
省
総
合
政
策
局
長
、
吉
田
光
市

・
同
省
道
路
局
次
長
に
面
談
し
、

要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
協
力
を

要
請
し
た
。
ま
た
、
同
委
員
会
の

各
委
員
も
会
議
終
了
後
に
は
地
元

選
出
の
国
会
議
員
を
中
心
に
要
請

活
動
を
実
施
し
た
。

な
お
、
当
日
は
、
講
師
と
し
て

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
政
策
課

の
要
藤
正
任
・
政
策
調
査
室
長
、

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担

当
）
付
の
青
柳
一
郎
・
参
事
官

（
総
括
担
当
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
今

後
の
国
土
交
通
行
政
に
つ
い
て
」

「
今
後
の
地
震
・
津
波
防
災
対
策

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
説
明
し
た
。

�
自
然
災
害
対
策
の
推
進
�
地
震

・
津
波
対
策
、
災
害
時
の
情
報
伝

達
等
の
充
実
強
化
、
治
山
・
治
水

対
策
、
災
害
復
旧
・
復
興
支
援
、

災
害
時
に
お
け
る
指
定
都
市
の
権

限
の
確
立
�
各
種
交
通
基
盤
整
備

の
推
進
�
道
路
の
整
備
促
進
、
新

幹
線
鉄
道
の
整
備
促
進
、
地
方
鉄

道
等
に
対
す
る
支
援
、
地
方
公
共

交
通
に
対
す
る
支
援
策
の
強
化
、

地
方
航
空
路
線
の
整
備
促
進
、
港

湾
の
整
備
推
進
な
ど
�
都
市
基
盤

整
備
の
推
進
�
社
会
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
推
進
、
中
心
市
街
地
活
性
化

の
推
進
、
都
市
公
園
の
整
備
推

進
、
郵
便
局
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
�

観
光
立
国
の
推
進
�
訪
日
外
国
人

の
増
加
に
向
け
た
施
策
な
ど

建建
設設
運運
輸輸
施施
策策
にに
関関

すす
るる
要要
望望
（（
抜抜
粋粋
））

ク
の
充
実
強
化
な
ど
�
過
疎
地
域

の
自
立
促
進
�
過
疎
地
域
に
対
す

る
財
政
措
置
の
充
実
強
化
な
ど
�

空
き
家
等
に
対
す
る
総
合
的
な
対

策
�
合
併
市
町
村
に
対
す
る
支
援

の
拡
充
�
合
併
市
町
村
に
対
す
る

財
政
措
置
の
充
実
等
�
基
地
対
策

関
係
予
算
の
確
保
�
基
地
交
付
金

・
調
整
交
付
金
の
所
要
額
確
保

等
、
基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要

額
確
保
	
治
安
対
策
の
強
化
等
�

治
安
対
策
の
強
化
、
拉
致
問
題
の

全
容
解
明
と
早
期
解
決


北
方
領

土
返
還
�
早
期
返
還
の
実
現
な
ど

�
竹
島
の
領
有
権
確
立
�
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
な
改
定


人
権

救
済
制
度
の
確
立

８月５日現在の都市数
８１２団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４２市
特例市 ４０市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

第
１
３
１
回

地
方
財
政
委
員
会
２３日
開催

第
１
４
７
回

建
設
運
輸
委
員
会
２６日
開催

西脇隆俊・国土交通省総合政策局長（左か
ら２人目）に対し要望

山口俊一・財務副大臣（左）に対し要望

永山・委員長（左から２人目）が開会あいさつ

石田・副委員長就任（左）ののち講師説明へ

（３） 平成２５年８月５日 第１８７６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
は
７
月

１７
日
、
福
山
市
内
で
役
員
会
を
開

き
、
同
研
究
会
が
ま
と
め
て
い
る

報
告
書
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

役
員
会
の
舞
台
と
な
っ
た
福
山

市
は
同
研
究
会
会
長
の
お
膝
元
。

当
日
は
開
催
地
議
長
で
も
あ
る
小

林
茂
裕
・
同
研
究
会
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
�
田
皓
・
福
山
市

長
に
よ
る
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
で
役

員
会
の
出
席
者
を
出
迎
え
た
。

協
議
に
入
る
と
、
同
研
究
会
で

は
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
つ

つ
報
告
書
の
叩
き
台
を
用
い
、
取

り
ま
と
め
に
向
け
議
論
を
展
開
し

た
。
同
研
究
会
が
取
り
組
む
報
告

書
の
テ
ー
マ
は
「
都
市
に
お
け
る

災
害
対
策
と
議
会
の
役
割
」
。
当

日
に
示
さ
れ
た
叩
き
台
で
は
、
第

１
章
に
「
災
害
対
策
に
お
け
る
議

会
の
役
割
の
現
状
」
、
第
２
章
に

「
今
後
の
災
害
対
策
に
お
け
る
議

会
の
役
割
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。
第

１
章
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
同
研

究
会
加
盟
８６
市
ほ
か
大
規
模
災
害

を
経
験
し
た
３３
市
へ
の
書
面
調
査

が
実
施
さ
れ
た
。
報
告
書
取
り
ま

と
め
に
向
け
８
月
２０
日
の
総
会
で

改
め
て
協
議
す
る
。

▼
議
長

▽
掛
川

大
石
與
志
登
（
５
・
１６
）

▽
石
岡

島
田
久
雄
（
６
・
１９
）

▽
甲
府

野
中
一
二
（
６
・
２０
）

▽
河
内
長
野

高
岡
優
子
（
６
・
２０
）

▽
八
女

川
口
誠
二
（
６
・
２０
）

▽
黒
石

村
上
啓
二
（
６
・
２１
）

▽
古
河

渡
邊
澄
夫
（
６
・
２１
）

▽
市
原

小
出
譲
治
（
６
・
２１
）

▽
尾
鷲

�
村
泰
�
（
６
・
２１
）

▽
館
山

本
橋
亮
一
（
６
・
２４
）

▽
島
原

本
田
順
也
（
６
・
２４
）

▽
三
島

土
屋
俊
博
（
６
・
２５
）

▽
千
葉

宇
留
間
又
衛
門
（
６
・
２６
）

▽
野
田

竹
内
美
穂
（
６
・
２６
）

▽
徳
島

須
見
矩
明
（
６
・
２６
）

▽
富
士
吉
田

宮
下
正
男
（
６
・
２７
）

▽
小
山

大
山
典
男
（
６
・
２７
）

▽
行
田

香
川
宏
行
（
６
・
２７
）

▽
熱
海

�
橋
幸
雄
（
６
・
２７
）

▼
副
議
長

▽
掛
川

堀
内
武
治
（
５
・
１６
）

▽
さ
ぬ
き

松
原
壯
典
（
６
・
１８
）

▽
石
岡

徳
増
千
尋
（
６
・
１９
）

▽
甲
府

廣
瀬
集
一
（
６
・
２０
）

▽
河
内
長
野

峯
満
寿
人
（
６
・
２０
）

▽
八
女

三
角
真
弓
（
６
・
２０
）

▽
古
河

鈴
木

隆
（
６
・
２１
）

▽
市
原

大
曽
根
友
三
（
６
・
２１
）

▽
尾
鷲

田
中

勲
（
６
・
２１
）

▽
呉

北
川
一
清
（
６
・
２１
）

▽
金
沢

清
水
邦
彦
（
６
・
２４
）

▽
館
山

鈴
木
正
一
（
６
・
２４
）

▽
周
南

尾
�
隆
則
（
６
・
２４
）

▽
島
原

永
田
光
臣
（
６
・
２４
）

▽
白
岡

江
原
浩
之
（
６
・
２５
）

▽
三
島

川
原
章
寛
（
６
・
２５
）

▽
千
葉

福
谷
章
子
（
６
・
２６
）

▽
野
田

小
倉
良
夫
（
６
・
２６
）

▽
徳
島

武
知
浩
之
（
６
・
２６
）

▽
富
士
吉
田

佐
藤
秀
明
（
６
・
２７
）

▽
小
山

生
井
貞
夫
（
６
・
２７
）

▽
行
田

松
本
安
夫
（
６
・
２７
）

▽
熱
海

佐
藤
元
昭
（
６
・
２７
）

▽
松
山

清
水
宣
郎
（
６
・
２７
）

本
会
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成
２４
年

１２
月
３１
日
現
在
の
市
議
会
議
員
に

関
す
る
「
定
数
調
査
」
「
報
酬
調

査
」
の
結
果
を
ま
と
め
た
。
両
調

査
結
果
に
つ
い
て
は
７
月
２５
日
付

で
本
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
た
ほ
か
、

調
査
結
果
の
冊
子
を
８
月
２
日
付

で
全
市
区
の
議
会
事
務
局
へ
発
送

し
た
。
今
号
で
は
定
数
調
査
の
概

要
を
掲
載
し
、
報
酬
調
査
の
概
要

は
次
号
へ
掲
載
す
る
。

定
数
調
査
は
２４
年
１２
月
３１
日
現

在
の
全
市
区
８
１
１
団
体
を
対
象

と
し
た
。
回
収
率
は
１
０
０
％
。

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
全
国
８
１

１
団
体
に
属
し
て
い
る
議
員
の
実

数
は
２
万
１
２
３
人
で
あ
り
、
１

団
体
あ
た
り
の
平
均
は
２４
・
８
人

と
な
っ
た
。
前
回
調
査
と
比
べ
る

と
、
議
員
実
数
は
２
３
３
人
、
１

団
体
あ
た
り
の
平
均
数
は
０
・
４

人
の
減
と
な
っ
た
。
８
１
１
団
体

の
う
ち
、
合
併
特
例
法
を
適
用
し

て
い
な
い
８
０
４
団
体
に
つ
い
て

は
、
議
員
定
数
の
合
計
が
２
万
１

７
０
人
で
あ
り
、
１
団
体
あ
た
り

の
平
均
数
は
２５
・
１
人
と
な
っ
た
。

萩
市
、
山
口
市
に

大大
雨雨
でで
災災
害害
救救
助助
法法
をを
適適
用用

７
月
２８
日
の
大
雨
に
よ
る
被
害

に
よ
り
、
山
口
県
と
島
根
県
で
多

数
の
者
の
生
命
や
身
体
に
危
害
を

受
け
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
両
県
は
災
害
救
助
法
の
適
用

を
決
定
し
た
。
法
適
用
日
は
７
月

２８
日
。
適
用
団
体
の
う
ち
、
市
で

適
用
を
受
け
た
団
体
は
、
山
口
県

の
萩
市
と
山
口
市
。

貝
塚
順
一
氏
（
行
方
市
議
会
議

長
）７

月
２８
日
逝
去
、
６１
歳
。
葬
儀

は
８
月
４
日
、
行
方
市
内
で
執
り

行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長
男
、
芳
明

さ
ん
。

議議
会会
人人
事事

都
市
研
が
役
員
会
で
叩
き
台

都
市
に
お
け
る
災
害
対
策
と
議
会
の
役
割

本
会
ま
と
め
定
数
調
査
の
結
果

市
区
議
員
実
数
は
２
３
３
人
の
減

人口段階別にみた市議会議員定数の状況

全国「８１１市」のうち、平成２４年１２月３１日現在、市議
会議員定数において合併特例法を適用していない「８０４
市」の人口段階別の市議会議員定数の状況は、以下のと
おりである。

１市あたり平均（人）

１８．８

２２．４

２７．１

３２．３

３７．６

４１．１

４６．７

６１．５

※人口段階別に見た市議会議員定数の状況（調査対象：「８０４市」）
―平成２４年１２月３１日：市議会議員定数調査―

議員定数（人）

４，７２６

６，０２７

４，２０４

１，５５０

９７８

８６３

６５４

１，１６８

市数（市）

２５２

２６９

１５５

４８

２６

２１

１４

１９

人口段階

５万未満

５～１０万未満

１０～２０万未満

２０～３０万未満

３０～４０万未満

４０～５０万未満

５０万以上

指定都市

都市研会長
小林茂裕（福山市）

小林会長とともに�田皓・福山市長（左）
も歓迎のあいさつ
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